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Summary

The overall goal of this paper is to cross-lingually analyze multilingual blogs collected with a topic keyword.
The framework of collecting multilingual blogs with a topic keyword is designed as the blog feed retrieval procedure.
In this paper, we take an approach of collecting blog feeds rather than blog posts, mainly because we regard the
former as a larger information unit in the blogosphere and prefer it as the information source for cross-lingual blog
analysis. In the blog feed retrieval procedure, we also regard Wikipedia as a large scale ontological knowledge
base for conceptually indexing the blogosphere. The underlying motivation of employing Wikipedia is in linking a
knowledge base of well known facts and relatively neutral opinions with rather raw, user generated media like blogs,
which include less well known facts and much more radical opinions.

In our framework, first, in order to collect candidates of blog feeds for a given query, we use existing Web
search engine APIs, which return a ranked list of blog posts, given a topic keyword. Next, we re-rank the list of
blog feeds according to the number of hits of the topic keyword as well as closely related terms extracted from the
Wikipedia entry in each blog feed. We compare the proposed blog feed retrieval method to existing Web search
engine APIs and achieve significant improvement. We then apply the proposed blog distillation framework to the task
of cross-lingually analyzing multilingual blogs collected with a topic keyword. Here, we cross-lingually and cross-
culturally compare less well known facts and opinions that are closely related to a given topic. Results of cross-lingual
blog analysis support the effectiveness of the proposed framework.

1. は じ め に

近年，世界中でブログサービスやブログツールが普及
し，各地域の人々がそれぞれインターネット上で個人の

意見や評判を発信することが可能になった．それに伴い，
様々な情報がブログに記載され，商用ブログ検索サービス
を利用することでそれらの情報を取得することができるよ

うになった．具体的なサービスの例として，Technorati∗1，
BlogPulse∗2，kizasi.jp∗3などが挙げられる．これらの検
索サービスは，巨大なブログ空間の索引付けという観点
から見ると，キーワードや評判，時系列変化や人手によっ
て作成されたカテゴリ情報などを索引として用いて，利
用者の求めるブログ記事やブログサイトを検索する．ま

∗1 http://technorati.com/
∗2 http://www.blogpulse.com/
∗3 http://kizasi.jp/（日本語のみ）
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た，多言語ブログサービスとしては，Globe of Blogs∗4が
言語横断ブログ記事検索機能を提供している．他にも，
アジア言語ブログの検索機能を提供している Best Blogs

in Asia Directory ∗5や，多言語ブログ記事の分析を行っ
ている Blogwise∗6がある．

ここで，本論文では，日英ブログの分析を目的として

ブログの検索を行う．特に，本論文では，個々のブログ
記事ではなく，ある同一のトピックについてまとまった
規模の記述が書かれたブログサイトに注目する．そして，

そのような専門的内容を含むブログサイトを選択的に検
索する手法を提案する．本論文において実現をめざす手
法と比較すると，既存の検索エンジン APIを用いたブロ

グ検索においては，被リンク数の多い人気ブログサイト
の記事から優先的に検索される傾向にある．したがって，
既存の検索エンジン APIを用いた場合は，被リンク数は
多くないが，特定のトピックについて詳細な情報を載せ

ているブログサイトが検索されにくい．この問題に対し
て，本論文の手法では，特定のトピックについての詳細
な情報を含むブログサイトを選択的に検索することを実

現するために，各トピックについてのWikipediaエント
リ中の記述を知識源として利用する (3章)．特に，本論文
では，日英ブログの分析の準備段階として，日英両言語

のブログサイトの検索を行うが，その際には，Wikipedia

における日英両言語のエントリを知識源とする．そして，
トピック名がタイトルであるWikipediaエントリを知識
源として，トピックに密接に関連する用語を抽出し，そ

れらの関連語がより多く含まれるブログサイトを検索す
るという手法を用いる．実際に，本論文の手法を既存の
検索エンジン APIと比較し，ブログサイトの検索性能に

おいて本論文の手法が優れていることを示す (4章)．

さらに，本論文では，日英両言語において，詳細な内
容を記述したブログサイトが一定数存在するトピックを

対象として，上述の手法により検索したブログサイト，お
よび，各ブログサイトのブログ記事の内容を，日英各言
語において分析するとともに，二言語間でブログ中の内

容の比較を行う．本論文では特に，社会現象および社会
問題に関するトピックに焦点を当てて，日英間でのブロ
グ分析を行った結果を事例として示す．そして，実際に，
各トピックごとに興味深い言語間差異を観測した結果を

示す (5章)．

本研究の全体的枠組みを図 1に示す．まずトピック名
である日英Wikipediaエントリのタイトルを検索語とし

て，日英ブログサイトを収集する．次に，トピック名に
ついての日英 Wikipedia エントリから関連語 (以下，本
論文では，Wikipedia関連語と呼ぶ)を抽出し，抽出した

Wikipedia 関連語を用いて，検索したブログサイト集合
からトピックに関わりのあるブログ記事を選別する．そ

∗4 http://www.globeofblogs.com/
∗5 http://www.misohoni.com/bba/
∗6 http://www.blogwise.com/

して，Wikipedia 関連語を用いてブログサイト集合およ
びブログ記事集合を自動順位付けした後，上位に順位付
けされたブログサイトおよびブログ記事を人手で分析す

る．この枠組みにおいて，人手によって，ブログ中の記
述を日英二言語間で比較・対照分析することにより，日
本および英語圏の間で，トピックに関する関心・意見の

共通点・差異がどの程度存在するのかを発見することが
容易になる．

本研究は，近未来チャレンジ「Wikipediaマイニング」
[中山 09] に参画している．このチャレンジでは，ここ
数年爆発的に急成長してきたオンライン百科事典である

Wikipediaを解析対象として，情報検索，自然言語処理，
人工知能等の幅広い分野の応用において有用な知識を抽
出することを目的としている．さらに，概念同士の関連

性を連想関係として抽出する技術，概念間の意味関係を
抽出する技術，および，多言語百科事典であるWikipedia

からの対訳関係の抽出，の 3点に焦点を当てるとともに，

情報検索・文書分類等の応用においてこれらの知識の有用
性を示すことを目指している．これらの知識の中でも，特
に，概念間の連想関係については，情報検索の高度化にお
ける有用性を示すとしている．これに対して，本研究にお

いては，情報検索タスクの一つとして，ブログサイトおよ
びブログ記事の検索の際の順位付けにおいて，Wikipedia

エントリから抽出した関連語を用いた順位付けの性能が

既存の検索エンジン API の順位付けの性能を上回るこ
とを示す．ここで，本研究で用いるWikipedia関連語は，
Wikipediaエントリにおける概念間の連想関係ととらえ

ることができるので，本研究は，まさに，Wikipedia マ
イニングによって抽出した知識が情報検索タスクにおい
て有用であることの実証例と位置付けることができる．

また，[中山 09]においては，Wikipediaマイニングに
よって抽出した対訳辞書を利用して異言語横断文書検索

を実現することが課題として提示されている．これに対
して，本研究においては，Wikipediaエントリのタイトル
間の言語間リンクのみを翻訳知識として用い，日英二言

語においてWikipedia関連語を用いたブログサイト・ブロ
グ記事の検索を行うことによって，日英二言語のブログの
間で興味深い言語間差異が観測できることを示す．この

ように，本研究は，ウェブ上における重要な多言語情報源
の一つである多言語ブログを検索対象として，Wikipedia

に含まれる多言語知識を特に加工することなくそのまま
用いることにより，異言語横断文書検索が容易に実現で

き，さらに，検索結果を対象として言語間差異の対照分
析が実現できることの実証例としても位置付けることが
できる．

2. 分析対象トピック

まず，5章で述べる日英対照ブログ分析の対象とする
トピックとしては，日英両言語のブログ空間において，
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図 1 日英対照ブログ分析の全体的枠組み

表 1 各トピックごとの Wikipedia関連語数およびブログサイト・記事数 (日本語/英語)

評価用トピック Wikipedia関連語数 ブログサイト数 ブログ記事数

アルコール依存症 60 / 161 183 / 100 2158 / 5185

リストラ 70 / 20 102 / 102 2640 / 6944

著作権侵害 88 / 108 56 / 99 1195 / 4448

捕鯨 164 / 169 435 / 99 8026 / 6657

臓器移植 94 / 264 90 / 97 1691 / 1955

喫煙 399 / 304 358 / 86 11992 / 952

サブプライムローン 39 / 68 382 / 95 6470 / 1400

そのトピックについて詳細な記述を掲載しているブログ

サイトが十分な数存在する可能性が高いトピックが望ま
しい．そのための手がかりとして，予備調査として，日
本語・英語それぞれのブログ空間におけるトピック名の

ヒット数の範囲と，詳細な記述を掲載しているブログサ
イトの有無との相関を分析した結果，ブログ空間におけ
るヒット数が 10,000 以上であれば，詳細な記述を掲載

しているブログサイトが存在する可能性が比較的高いこ
とが分かった．実際に，日英両言語の間で言語間リンク
を介して対訳関係にあるエントリが存在するエントリの

うち，日本語Wikipediaエントリのタイトルが日本語ブ
ログ空間中で 10,000 以上のヒット数を持ち，かつ，英
語Wikipediaエントリのタイトルも英語ブログ空間中で
10,000以上のヒット数を持つエントリは，約 6,000個存

在した．本論文では，そのうち，特に，社会現象および
社会問題に関するトピックに焦点を当てて，約 50 個の
トピックを選定し，日英ブログサイト・ブログ記事の検

索・自動選定を行った．また，各トピックについて詳細な

内容を記述しているブログサイトの分析を行うとともに，

日英二言語間でブログ中の記述内容の対照分析を行った．
それらのトピックのうち，本論文では，「アルコール依存
症 (alcoholism)」，「リストラ (restructuring)」，「著作権侵

害 (copyright infringement)」，「捕鯨 (whaling)」，「臓器移
植 (organ transplant)」，「喫煙 (tobacco smoking)」，「サブ
プライムローン (subprime lending)」の計 7 トピックに

ついての分析結果について述べる．

また，日英両言語を対象として，4章で述べるブログ
サイト検索手法を評価するためのトピックとしては，上

記 7トピックのうち，3トピックを選定した∗7．

∗7 これまでに，提案手法によって日本語および英語ブログサイ
ト・ブログ記事を自動順位付けした結果を用いて日英各言語の
ブログ分析を行っているが，4 章における評価に用いた 3 ト
ピック以外のいずれのトピックにおいても，定性的評価の範囲
では，検索エンジン API による順位付けと比較して，提案手
法によって一定の改善を達成できている．
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図 2 Wikipediaエントリおよび関連語の例

3. Wikipediaを用いた関連語の収集

3 ·1 Wikipedia

Wikipedia とは多くの人が自由に書くことができるイ
ンターネット上の巨大な辞書のことであり，日本語で約

64万，英語で約 314万のエントリ (2010年 1月現在)が
ある．さらに，10個程度の主要カテゴリ以下にサブカテ
ゴリ，エントリが連なる，巨大なグラフ構造になってい

る．また，カテゴリがグラフ構造の節にあたり，エント
リが節内に列挙されている．

Wikipedia は多くの言語で書かれており，言語間リン
クを辿ることで他の言語で書かれたエントリを読むこと
ができる．これまでに，すでに，世界の主要な言語版の
Wikipedia が存在するため，十分な種類・数のブログが

書かれている言語を対象として本論文の手法を適用する
ことは比較的容易である．また，他の知識源と比較した
場合のWikipediaの最大の利点として，日常的に，新た

なエントリの作成と記述の更新が行われており，ブログ
における分析対象となり得る主要なトピックが網羅され
ている点が挙げられる．

3 ·2 Wikipedia関連語の収集

トピック名がタイトルである各言語の Wikipedia エ
ントリを知識源として，トピック名に密接に関連する

Wikipedia関連語を収集する．特に，本論文においては，
各エントリのリダイレクト，各エントリ本文中の太字，お
よび，本文中における他エントリへのリンクのアンカー
テキストをWikipedia関連語として収集する．Wikipedia

エントリ「リストラ」の場合について，エントリのスナッ
プショットの抜粋，および，Wikipedia関連語の例を図 2

に示す．この例の場合は，エントリタイトル「リストラ」

の別名であるリダイレクト「事業再構築」で検索を行っ
た結果，エントリタイトル「リストラ」の下に，リダイレ
クト「事業再構築」が表示され，エントリとしては「リ

ストラ」の本文が提示されている．その他，エントリ中
の太字「リストラクチャリング」，および，他エントリ
へのリンクのアンカーテキスト「企業」，「ダウンサイジ
ング」，「解雇」，「整理解雇」が提示されている．本論文

において評価対象とする各トピックについて，収集した
Wikipedia関連語数を表 1に，Wikipedia関連語の抜粋を

表 2に，それぞれ示す．

4. Wikipediaエントリに対応するブログサイ
トの検索

4 ·1 ブログサイトの収集

まず，分析対象となるブログサイトの候補を収集するた
めに，本論文では，日本語ブログの検索には，Yahoo!Japan

検索 API∗8を，英語ブログの検索には，米 Yahoo!検索
API∗9をそれぞれ利用する．ただし，日本語ブログホスト
大手 8社∗10，および，英語ブログホスト大手 4社∗11の
ブログ会社のドメインに限って検索を行った．検索の際
には，複数のドメインを一度に指定して検索し，1000件
の記事を取得する．しかし検索エンジン APIを用いた検

索ではブログ記事単位の検索になるので，ブログ記事検
索後，ブログサイト単位にまとめた．その結果，1トピッ
クあたり約 200前後のブログサイトを取得することがで
きた．

4 ·2 ブログ記事の選別

次に，収集した日英ブログサイト集合の中から，トピッ

クについて詳しく書かれたブログ記事を選定する．手法
としては，3 ·2節において収集したWikipedia関連語の
いずれかが出現する各言語のブログ記事を選定する．本

論文で評価対象とした各トピックについて，以上の手法
により収集したブログサイト数，および，収集したブロ
グサイト中でWikipedia関連語のいずれかが出現したブ

ログ記事数を表 1に示す．

4 ·3 ブログサイト・ブログ記事の順位付け

次に，トピックについて詳細な記述を多く含むブログ

サイトおよびブログ記事をより上位に順位付けするため
に，3 ·2節で抽出したWikipedia関連語を用いて，ブログ
記事およびブログサイトにスコアを付与する．まず，ブ

∗8 http://www.yahoo.co.jp/
∗9 http://www.yahoo.com/

∗10 FC2.com，yahoo.co.jp，rakuten.ne.jp，ameblo.jp
，goo.ne.jp，livedoor.jp，Seesaa.net，hatena.ne.
jp

∗11 blogspot.com， livejournal.com， typepad.com
，wordpress.com
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表 2 各トピックの Wikipedia関連語の抜粋 (リダイレクト /太字 /他エントリへのリンクのアンカーテキスト)

日本語トピック

名 (英語トピッ
ク名)

日本語 英語

アルコール依存
症 (alcoholism)

アルコール依存，慢性アルコール中毒，酒乱
/ アルコール中毒 / 日本酒，飲酒運転，アル
コール飲料，ビール，ウェルニッケ脳症，肝
炎

Alcohol addiction, Alcoholic abuse, Alcohol

misuse, Drinking problem, Alcholic / abuse,

recovery, problem use, heavy use / Blood al-

cohol content, Domestic violence,

リストラ (re-

structuring)

事業再構築 /リストラクチャリング /アウト
ソーシング，バブル崩壊，レイオフ，ワーク

シェア，解雇，終身雇用，退職勧奨

Corporate restructuring / / Bankruptcy, Com-

promise agreements, Layoff, Outsourcing,

Spin-out, Voluntary Redundancy

著 作 権 侵 害
(copyright

infringement)

/依拠性，創作的，類似性 /フェアユース，レ
コード輸入権，意匠権，海賊版，告訴，裁判

所，実用新案権，著作権，著作物，特許権，日
本音楽著作権協会

Copyright violation, Illegal copying, Pirated

music, Unauthorised copying, Unlawful copy-

ing / Bootleg recording, piracy / Copyright

misuse, EU Copyright directive, Intellectual

Property, Peer-to-peer, Plagiarism

捕鯨 (whaling) 捕鯨国 /「鯨塚」，「鯨墓」 /ゴンドウクジラ，
ザトウクジラ，鯨漁取締規則，鯨料理，国際

捕鯨委員会，捕鯨問題

Whale fishing, Whalehunter / Subpopulations,

Subspecies / Animal intelligence, Animal wel-

fare, Endangered species, Greenpeace, Hump-

back Whale, Meat and bone meal

臓器移植 (organ

transplant)

移植手術，生体肝移植 /心臓死移植，臓器，脳

死移植 / 臓器提供意思表示カード，日本臓器
移植ネットワーク，アイバンク，移植コーディ
ネーター，骨髄移植，再生医学

Heart Transplant, Kidney Transplantation, Or-

gan & Tissue Donor, Transplanted organs /

Websites about Illegal Organ Procurement,

living donors / Brain death, Eye bank, Human

Tissue Authority,

喫煙 (tobacco

smoking)

ヘビースモーカー，愛煙家，煙草 / /たばこ特

別税，咽頭ガン，気管支喘息，喫煙席，禁煙，
携帯灰皿，紙巻きタバコ，受動喫煙，日本た
ばこ産業

Cigarette smoking, Nicotine addiction /

/ Cigar, Nicotine gum, Passive smoking,

Second-hand smoke, Smoking culture, Smok-

ing ban

サブプライム
ローン (sub-

prime lending)

サブプライム，サブプライム問題 / /バブル経
済，金融危機，住宅ローン，消費者金融，連
邦準備制度理事会，不動産担保証券

Non-prime loans, Subprime mortgage / near-

prime / Bankruptcies, Mortgage loan, United

States Department of Housing and Urban De-

velopment

ログ記事 pのスコアとして，以下を用いる．

PostScore(p) =
∑

t

(weight(type(t))× freq(t))

ここで，weight(type(t))は，Wikipedia関連語 tの種類
type(t)に付与する重みで，freq(t)は，ブログ記事 p内
におけるWikipedia関連語 tの出現頻度である．関連語 t

の種類 type(t)としては，Wikipedia エントリタイトル，
リダイレクト，エントリ本文中の太字，本文中における
他エントリへのリンクのアンカーテキストの 4種類を考
慮し，それぞれの重みは 1または 0とする．評価実験を

通して最適な重みの組み合わせを求め，全ての重みを 1

とした∗12．さらに，ブログサイト sのスコアとして以下

∗12 これらの重みの設定の際には，まず，日本語 Wikipediaエン
トリに限定して 60 個のエントリを選定し，これを用いて収集

の式を用いる．

SiteScore(s) =
∑

p

PostScore(p)

ただし，ブログ記事 pは，ブログサイト sに含まれるブ

ログ記事である．

したブログサイトを評価対象として，重みの調整を行った．具
体的には，まず，各エントリタイトルをトピックとして，前節
までの手順により，順位付け対象となるブログサイトを収集し
た．次に，その中から評価対象として用いるブログサイトをサ
ンプリングして選定し，人手で「当該トピックについて詳細な
記述を含むか否か」の判定を付与した．そして，「当該トピッ
クについて詳細な記述を含む」ブログサイトをより上位に順位
付けするように，Wikipedia関連語の重みを設定した．さらに，
4 ·4節においてブログサイト検索手法の評価対象として用いた
3 トピック (日本語および英語) に対しても，Wikipedia関連語
の重みが最適な値に設定されていることを確認した．
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(a)日本語

(b)英語
図 3 特定トピックのブログサイト検索における適合率の評価

4 ·4 評 価

2章で挙げた 7トピックのうち，特に，「アルコール依
存症 (alcoholism)」，「リストラ (restructuring)」，「著作権

侵害 (copyright infringement)」の 3トピックを対象とし
て，4 ·1節で述べた手法を用いて収集したブログサイト
を，4 ·3節で述べた手法で順位付けした結果の人手評価
を行った．各トピックを対象として順位付けされた日英
のブログサイトのうち，それぞれ，上位 20ブログサイ
ト，および，100位までの 20ブログサイトを等間隔にサ

ンプリングした合計 40ブログサイトを手動で評価した．
評価結果としては，「当該トピックについて詳細な記述を
含むか否か」の判定を付与した．横軸に各ブログサイト
の順位をとり，適合率を縦軸にとってその推移をプロッ

トしたものを図 3の「Wikipedia関連語を用いた順位付
け」(提案手法)に示す．また，比較対象として，検索エ
ンジン APIによるブログ記事の順位付けを変更せずに，

ブログサイト単位にまとめた順位付けに対しても，同様
に合計 40ブログサイトを手動で評価し，適合率を縦軸に
とってその推移をプロットしたものを図 3の「ベースラ

イン」に示す．ただし，このプロットには，3トピック分
を平均した結果を示す．この結果から分かるように，日
英どちらの言語においても，提案手法によりベースライ
ンの適合率を大幅に改善することが分かる．

また，図 4には，横軸に各ブログサイトの順位をとり，

「トピックについて詳細な記述を含むブログサイトの数」
(3トピック分)の推移を，両手法の間で比較した．具体
的には，各順位までで，両手法によって共通に出力され

たブログサイト数，片方の手法によってのみ出力された
ブログサイト数 (提案手法およびベースラインを区別し
て 1プロットずつ)の比較を行った∗13．この結果から明
らかなように，提案手法のみによって出力されたブログ

サイト数は，ベースラインのみによって出力されたブロ
グサイト数よりもはるかに多い．これにより，提案手法
は，「トピックについて詳細な記述を含むブログサイト」

のうち，既存の検索エンジン APIにおいて下位に順位付
けされたサイトを上位に押し上げていることが分かる．

5. 日英ブログの言語対照分析

最後に，図 1の枠組みにしたがって，上位に順位付け
されたブログサイトおよびブログ記事を人手で分析し，
さらに，ブログ中の記述を日英二言語間で比較・対照分
析した結果の要約・抜粋を表 3および表 4に示す．ここ

で，各ブロガーの関心・意見の動向は，各ブロガーの国
籍・居住地およびその文化的背景に依存するものであり，
日本語・英語といった言語に依存するものではない．ま

た，英語ブロガーの国籍・居住地・文化的背景について

∗13 ここで，「両手法共通」のブログサイト数は，順位が下位にな
るにつれて単調増加する．一方，順位が上位の時点では，片方
の手法によってのみ出力されていたブログサイトも，より下位
の順位においては，もう一方の手法によっても出力されるよう
になる場合がある．このような場合には，順位が下位になるに
つれて，片方の手法によってのみ出力されたブログサイト数が
減少する，ということが起こり得る．実際に，図 4 (a)におい
ては，「ベースライン」のみによって出力されたブログサイト数
が単調増加せず，中間の順位において一時減少する傾向を示し
た．
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(a)日本語

(b)英語
図 4 特定トピックのブログサイト検索における「トピックについて詳細な記述を含むブログサイトの数」の比較

は，米国等の英語圏の国を中心として多様な分布をして
いる可能性もあり得る．したがって，厳密には，各ブロ
グの分析において，ブログ中の記述から各ブロガーの国
籍・居住地・文化的背景を正確に同定したうえで，国間

や文化間のブログ対照分析を行うことが望ましい．しか
し，各ブログの分析において，ブログ中の記述から各ブ
ロガーの国籍・居住地・文化的背景を正確に同定すること

は容易でない場合も予想されるため，本論文では，各ブ
ロガーの国籍・居住地・文化的背景を考慮した分析は行
わず，あくまで，日本語および英語の二言語間でのブロ

グ対照分析を行う．ただし，以下で分析結果を示す各ト
ピックについては，各英語ブロガーは，いくつかの例外
を除いて，米国籍もしくは米国在住であると推測される．

7トピックのうち，特に，「捕鯨」に関しては，日本語ブ
ログと英語ブログの間に対極的な差異が観測された．上
位に順位付けされた日本語ブロガーの多くは，海外の反

捕鯨団体に反感を持っているのに対して，上位に順位付
けされた英語ブロガーの多くは，捕鯨反対派であり，日
本の捕鯨に対して批判的であった．

また，「臓器移植」に関しては，日本語ブロガーの間で
は，法的制度の整備に対する関心が高く，一方，英語ブロ

ガーの間では，ドナー登録推奨に対する関心が高い．上
位に順位付けされた英語ブロガーの多くは，米国籍もし
くは米国在住であると推測され，社会背景的に，臓器移

植制度の整備が遅れている日本と制度の整備が進んでい
る米国との差異を反映する形で，上位に順位付けされた
ブロガーの関心・意見の違いが観測されたものと考えら

れる．

同様に，「アルコール依存症」，「リストラ」について
は，社会背景の影響の有無は不明であるが，上位に順位

付けされたブロガーの関心事項の差異が観測された．「ア
ルコール依存症」に関しては，日本語では，アルコール
依存症患者自身によるブログが多く観測されたの対して，

英語では，専門家等の第三者がアルコール依存症対策や
治療法を紹介している事例が多かった．「リストラ」につ
いても，日本語では，被リストラ体験者によるブログが
比較的多く観測されたのに対して，英語では，経済学者

やリストラする側の経営者等によるブログが多く観測さ
れた．

「サブプライムローン」については，日英いずれにお
いても，上位に順位付けされたブロガーの関心事項の発
端となる事象が米国発の金融危機である，という点は共

通している．しかし，英語ブロガーの多くは米国籍もし
くは米国在住であると推測され，米国での事態に対して
関心を持っているのに対して，日本語ブロガーの多くは，
それらの危機が日本経済に波及した結果生じた事態に対

して関心を持っており，主要な関心事項の間に差異が観
測される．

「喫煙」，「著作権侵害」についても，上位に順位付け
されたブロガーの関心事項について，多少の言語間差異
は認められるが，他のトピックほどは大きくない．「喫煙」

に関しては，日英とも喫煙反対派のブロガーが多い．た
だし，日本語ブロガーの中には，一部，喫煙者自身が喫
煙賛成の意見を記述している事例が観測された．「著作権
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表 3 評価用トピック (アルコール依存症，リストラ，著作権侵害) に関する日英ブログ中の意見の要約

評価用トピック—概要

(日本語ブログ中の意見) (英語ブログ中の意見)

アルコール依存症—ブログ空間においてアルコール依存症の人が多く観察される．

アルコール依存症患者によるブログが多く，断酒日記，
アルコール依存症対策・治療法について書いている。ブ
ロガー例 · · · (1)アルコール依存症患者．(2)アルコール

依存症経験者，10年以上禁酒を継続．

アルコール依存症患者以外の第三者がアルコール依存症
対策や治療法を紹介している事例が多い．アルコール依
存症患者も存在するが，日本語よりは少ない．ブロガー

例 · · · (1) アルコール依存症経験者．アルコール依存症
患者からの相談と回答を紹介．(2)アルコール依存症に
関する論文・ニュース・レポートを紹介．

リストラ—金融危機による不況で多くの会社がリストラを行っている．

被リストラ体験者によるブログが一定数存在する．リス

トラ後の失業保険や対策などを記述している．リストラ
に関するニュースを紹介しているブロガーが多い．ブロ
ガー例 · · · (1) 被リストラ体験者．自分をリストラした

会社を非難．(2)被リストラ体験者の妻．リストラ後の
節約生活を記述．

経済学など学術的な観点から企業のリストラを分析して

いるブロガーが多い．被リストラ体験者自身によるブロ
グは観測されていない．ブロガー例 · · · (1)経済・マーケ
ティングに精通したブロガー．企業のリストラに関する

レポートを多数紹介．(2)株取引ブロガー．株価に影響
する企業のリストラ情報を多く提供．

著作権侵害—著作権侵害に関する裁判が多数起きており，インターネット上ではファイル共有ソフトによる著

作権侵害も問題となっている．

日本における著作権侵害の裁判を紹介しているブロガー

が多い．ファイル共有ソフトによる著作権侵害を批判し
ているブロガーがいる．ブロガー例 · · · (1) 著作権侵害
に関する裁判に詳しく，どの判事が著作権侵害について

厳しいか等を記述．(2)ファイル共有ソフトや音楽無料
ダウンロードサイトによって，著作権に対する意識が薄
れていると主張．

米国や欧州における著作権侵害の裁判を紹介しているブ

ロガーが多い．音楽関係の著作権侵害に着目しているブ
ロガーがいる．ブロガー例 · · · (1)法律関係のブロガー．
著作権侵害に関する本を出版．(2)著作権に関する法律

の改正を訴えるブロガー．音楽の著作権を独占しようと
している全米レコード協会を批判．

侵害」については，日本での裁判事例を紹介している日
本語ブロガー，および，米国，欧州等での裁判事例を紹

介している英語ブロガーが多く観測された．

6. 関 連 研 究

本論文の研究についての関連研究は，大きく分けると，

ブログサイトの検索に関する研究，および，多言語情報
源を対象とした情報分析の研究に分けることができる．

前者についての関連研究として，TRECの 2007年度の

Blog Distillationタスク [Macdonald 07] においては，あ
る特定のトピックについて検索したときに，そのトピッ
クについて詳しく書かれていて，繰り返し見たいと思う

ブログサイトを検索するというタスクを行っている．こ
のタスクにおいて上位の成績を収めた [Elsas 07]におい
ては，本論文の手法と同様，Wikipediaエントリ中の他エ

ントリへのリンクを用いた検索質問拡張が採用されてい
る．一方，本論文では，Wikipedia中のリダイレクトおよ
び太字といった，エントリとの関連性がより高い知識も

合わせて用いてブログサイトの検索を行っている．また，
ベースラインとして，既存の検索エンジン APIによるブ
ログサイトの順位付けからの改善を実証している．さら

に，本論文では，日英二言語において提案手法の有効性
を実証した．

その他には，ブロガーの熟知度に基づき，ブログサイト

をランキングする手法 [中島 08]などがある．この手法で
は，マニアの多そうなキーワードを集めたマニア辞書を
あらかじめ作成しておき，このマニア辞書に基づいてブロ

グサイトの順位付けを行う．本論文の手法が，Wikipedia

を知識源として利用するのに対して，この手法では，あ
らかじめマニア辞書を作成する必要がある点が大きく異

なっている．

また，筆者らによる [川場 09]では，Wikipediaエント
リによって指定されたトピックとブログサイトとの間の
記述内容の対応を判定するタスクにおいて，機械学習に

よって対応の有無の判定を行っている．この研究では，記
述内容の対応の有無を二値で判定することに焦点が当ら
れているのに対して，本論文の手法では，Wikipedia エ

ントリとブログサイトの間の記述内容の対応の度合いを
測定することに焦点が当てられている．実際に，筆者ら
が，i)記述内容の対応の有無の二値判定，ii)記述内容の

対応の度合いの測定，の二種類のタスクにおいて両者の
手法の性能を比較したところ，タスク i) では [川場 09]

の機械学習を用いた手法がやや上回り，タスク ii)では本
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表 4 評価用トピック (捕鯨，臓器移植，喫煙，サブプライムローン) に関する日英ブログ中の意見の要約

評価用トピック—概要

(日本語ブログ中の意見) (英語ブログ中の意見)

捕鯨—捕鯨問題において，捕鯨賛成派と捕鯨反対派が対立している．

多くのブログが捕鯨賛成派．捕鯨について書いているブ
ロガーには，右寄りの考えを持つ人が多くみられた．ブ
ロガー例 · · · (1)捕鯨賛成．反捕鯨団体を批判．(2)捕鯨

賛成．米国在住 12年のブロガー．

多くのブログが捕鯨反対派．特に日本の捕鯨を激しく非
難している．ブロガー例 · · · (1) 捕鯨に関して中立的立
場．日本に 30 年以上在住しているブロガー．(2) 捕鯨

反対．動物愛護運動家のブロガー．(3)捕鯨反対．シー
シェパード派，反グリーンピース派．

臓器移植—治療のために，提供されたドナーの臓器を患者に移植する医療法

多くのブログは日本の臓器移植法改正の必要性を訴えて
いる．ブロガー例 · · · (1)病気腎移植のニュースを取り上

げている．病気腎移植への反対意見を批判．(2)脳死移
植に反対．臓器移植法の改正は慎重に行うべきと主張．
(3)病気腎移植に反対．患者が完治するとは思えないと

主張．

多くのブログで，臓器不足という現状から，臓器移植の
ドナー登録を強く推奨している．また，いくつかのブロ

グでは中国の違法臓器摘出を非難している．ブロガー例
· · · (1)中国の違法臓器摘出を批判しているニュースを紹
介．(2)臓器提供に関するニュース記事を紹介．ドナー

登録することを強く推奨．

喫煙—喫煙することで，人の健康を損なうということで知られている．

多くのブログで，健康や喫煙マナーの悪さを理由に喫煙
に反対しているが，一部のブログは喫煙賛成派である喫
煙者のブロガーであった．ブロガー例 · · · (1) 喫煙者と

非喫煙者の間で対立が起きていることを指摘．(2)喫煙
反対．喫煙者はもっと喫煙マナーを守るべきと主張．(3)

喫煙は認知症の発症率を上げる可能性があると警告．

多くのブログで，肺がんの原因である喫煙に反対してい
る．ブロガー例 · · · (1) 米国北部と米国南部の喫煙率を
比較．また，タバコは米国の主要な農産物の一つだと主

張．(2)禁煙を強く推奨．喫煙は人体に悪影響を及ぼす
だけであると主張．(3)喫煙しないことが最も肺がんに
なりにくい方法であると主張．

サブプライムローン—近年発生した世界金融危機の大きな原因の一つ

多くのブログで，米国のサブプライム問題による影響で

日本経済が悪化したと指摘．ブロガー例 · · · (1)日本の大
学の経営学科教授のブログ．日本市場はサブプライム問
題に対して迅速な対応ができなかったことを指摘．(2)日

本の経済アナリストのブログ．誰も不動産の価格が下落
するとは思っていなかったため，サブプライム問題の影
響がより拡大したと指摘．(3)近年の金融危機やサブプ

ライム問題を引き起こした連邦準備制度理事会を批判．

多くのブロガーが経済学者で，サブプライムローンに

よって発生した住宅バブルや，現在の金融危機や経営危
機の発生原因など考察している．ブロガー例 · · · (1) 連
邦準備銀行は当初，サブプライム問題を深刻な問題とし

て受け止めていなかったことを指摘．(2)サブプライム
ローン利用者は対策のしようがなかった．貸手側に大き
な責任があると指摘．(3)いつか住宅バブルは弾けると

わかっていながらも，住宅バブルの影響でサブプライム
ローンを利用して家を購入した人が増加したことを指摘．

論文の手法がやや上回る，という結果であった．

一方，後者についての関連研究として，複数情報源か
らのニュースの多言語間差異分析を行っている研究 [Yan-

garber 07, Pouliquen 07, Yoshioka 08, Bautin 08] が挙げ
られる．[Yangarber 07]は，32言語における 1000以上の
情報源を分析し伝染病に関するレポートをまとめあげる

研究を行っている．[Pouliquen 07]では，32言語におけ
るニュース記事群から特定の人物名を収集し，その人物の
人間関係やその人物について言及している各国のニュー

ス記事を継続的に分析する研究を行っている．[Yoshioka

08]は，複数の国の代表的なメディアが発信するニュー
スを情報源として，同一事象に対する各国のニュースの

伝え方の差異分析をテーマとしている．[Bautin 08]では，
9言語間における同一事象に対する主観情報の差異分析
の研究を行っている．これらの関連研究は主にニュース

記事を対象に分析を行っている点で本論文とは異なる．

7. まとめと今後の課題

本論文では，近未来チャレンジ「Wikipedia マイニン
グ」 [中山 09] の一環として，Wikipedia マイニングに

よって抽出した連想関係が情報検索タスクにおいて有用
であること，および，Wikipediaに含まれる多言語知識を
用いることにより，異言語横断文書検索が容易に実現で

き，さらに，検索結果を対象として言語間差異の対照分
析が実現できることを実証した．具体的には，本論文で
は，個々のブログ記事ではなく，ある同一のトピックに

ついてまとまった規模の記述が書かれたブログサイトに
注目し，そのような専門的内容を含むブログサイトを選
択的に検索する手法を提案した．本論文の手法では，特
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定のトピックについての詳細な情報を含むブログサイト
を選択的に検索することを実現するために，各トピック
についてのWikipediaエントリ中の記述を知識源として

利用した．実際に，本論文の手法を既存の検索エンジン
APIと比較し，ブログサイトの検索性能において本論文
の手法が優れていることを示した．さらに，本論文では，

日英両言語を対象として，詳細な内容を記述したブログ
サイトが一定数存在するトピックを対象として，上述の
手法により検索したブログサイト，および，各ブログサ

イトのブログ記事の内容を，日英二言語の間で比較・対
照分析した．そして，特に，社会現象および社会問題に
関するトピックについて，各トピックごとに興味深い言
語間差異を観測した結果を示した．

今後は，日英二言語の間で，言語間差異の有無の自動判
定に取り組むことが重要な課題の一つである．この課題に
おいては，多言語での主観情報抽出技術 (例えば，[Evans

07, Wiebe 05]) を導入し，トピック「捕鯨」の場合のよ
うに，二言語間で同一の関心事項に対して意見の極性が
反転していることを検出する必要がある．また，筆者ら

は，[中崎 09]において，「犯罪」分野を事例として，各ト
ピックについて詳細な内容を記述為ているブログサイト
に対して，日英両言語に共通の類型化が可能であること

を示している．今後は，新規の分野のトピックに対して
も，このような類型化の自動化手法を確立し，類型化結
果の差異に基づいて言語間差異の有無の自動判定を実現
することが期待される．
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